







和二三年愛媛県立大三島高等学校として設立され、今日まで地域を支える人材育成の拠点として歩んできた。近年は過疎化 少子高齢化の影響で生徒数が急激に減少 、平成一七年に愛媛県立今治北高等学校大三島分校として再編され、現在に至っている。 が定めた県立学校再編整備計画基準では、 「一学年の入 生が三〇人以下の状況が二年続き、その後も増える見込みがない場合は募集停止を行う」という厳しい条件が設定されており、これまでも 島内のみならず、今




























者の数が急速に減少している。現在、島内の人口は六千人ほどであるが、その約半数が六五歳以上の高齢者でり、七五歳以上の後期高齢者の割合も約三〇％と極めて高い。島内 子どもの数が減少し続け いる昨今の状況を踏まえると、今後も安定した生徒数を確保していくためには、目の前の生徒募集に力を入れることみならず、島への移住者や島に残る若者を増やすといった、中・長期的な視点での取組も必要不可欠であ 。また、政府の教育再生実行会議が二〇一九年五月にまとめた第一一次提言では、高等学校普通科の改革について 及されたが、その改革 骨子として、画一化された教育カリキュラムから脱却し、各学校で特色 ある教育活動を実践するよう提言されてい 。グローバル化やＡＩなどの技術革新が急速に進む予測困難なこ
れからの時代には、子どもたちが自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、自 判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく力が求められる。　
学校が生徒にとって真に魅力ある場所になるためには、特色ある教
















































































































































の入学志願者が四二名となり四〇数年ぶりに定員を上回るなど大変大きな成果が得られた。生徒 先頭に立って動くことで、多くのマスコミやメディアも興味を持って本校 活動を取り上げてくれたう。また、建築家の伊東豊雄さんやＦＣ今治オーナーの岡田武史さん、サイボウズ社長 青野慶久さんなどの著名な方までもが、本校の活動に対して興味を持ち、協力してくださったことに我々教職員も驚きを覚えた。自分たちがまず行動を起こすことで、人とのつなが が
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いて紹介してきたが、これらの活動を通して、生徒たちに確かな成長が感じられることは何より大きな収穫であり、本校の教育活動の方向性が妥当なものであることの裏付けと っているように感じている。また、 これらの活動を通して、 生徒の大三島への愛着が深ま とともに、志願者の増加や地域の活性化についても着実 成果が見て取れることは、嬉しい限りである。　
しかし、教育現場において地域活性化活動に取り組む限りにおいて
は、地域活性化の成果のみを目的化すべきではないということにも私たち教員は留意しなければならない 地域が元気に り、大三島に人が増えること もちろん喜ばしいことであり、大三島の将来に っても大切なことであるが 本校で行われる教育 そのもの 三島
の活性化のため、生徒数を増やすため、学校を存続させるためだけに行われる、生徒の成長をなおざりにしたものになってはならない。　
魅力ある教育活動の実践には、地域資源・地域人材の活用を始めと
した地域の協力が必要不可欠である。大三島分校が生徒にとって本当に魅力のある学校となれるよう 今後も地域・教職員 一体とな努力を続けていきたい。　
本論文は令和元年度中に寄稿されたものです。
